東亜同文書院入学者の群像 - 海を渡って学びに行った若者たち by 佐々木 享
東車両文書院入学者の群像｜
海を渡って学びに行った若者たち
同文 llJ院記念総
はじめに本稿では、戦前に海を波って上海にあった東亜同文書院（大学）に入学した若者たちについて、その派泣．冗・ないし
私費生の区分、入学前の学歴、出身道府県などを分析した際題のテ
l
マについて報告する
L
なぜ東亜同文書院の入学者群像か「小川を波って学びに行った人々」といえば、速いむかし
には退官使があり、明治則以降になるとヨーロッパ諸問やアメリカに儒学する人たちがたくさんいた。しかしここで取りあげるのは、やや趣が違って、日本の法令に準拠して上海に設置されたい取組川文書院に入学するためにでかけて行った若者たちである，事者はかねがね、この点張同文注院（大学）は、．九四lノヰに解散を余儀なくされてからすでに半世紀以上を経過しており、もはや、 んなる刷版の対象にとどまらず 客観的、科学的な研究の対象となっていると考えてきた
c
そ
佐々木
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こで竿者は、京．弛同文市院（大学）に縁のある大学に勤務していて研究の便宜に恵まれているから、自分に出来そうなことに予をつけてみたいと思ったリそう考えて愛知当局のご了解を得て東亜同文書院（大学）の学籍簿調査を始めた矢先に、教育史学会の一一
OO
一年秋の大会で、松火口
昭肢という若い研究者による東亜同文書院研究の発表 接した［山マこんな動きを見てい と、情不弘引の企凶している研究にもいくらかは意義があるように思われたし、調査を急いでまとめる必要も感じた次第であるり｛住］のちに松谷昭虞「東亜同文書院への府県費派遣生！
一九
OOl
二0
年代を中心として」吋日本の教育史学・
h
第四五集（二
00
：年
40
月、八四
i
．0
二一只）に収
録された。
周知のように、束亜同文書院（大学）は東亜同文会によ
り中国の大都市上海に設立された高等教育機関であった
J
教育而に限っても、全寮制で、日本では軽 じられていた中国語教育を徹底して重視し、卒業前に中国国内の大調査
旅行を実施するなどいろいろな意味で特徴的な学校であった。この学校の特殊性については藤田佳久教授のものをはじめ、すでにいくつかの研究があり、筆者も若干の感想をもっているが、この点に立ち入ると本題に入れないおそれがあるので省略する｛注］。［注］教育学の観点から一つだけ指摘しておくと、専門学
校として認可されて以後の束亜同文書院は実業学校教員の資格取得に関して文部省から無試験検定の指定を受けていた
c
このことは、東亜同文書院はその学科課
程などからみて実業専門学校の性格を備えていることが公認され ことを示している臼しかし、東亜同文書院の卒業者が実業学校教員になったか、あるいは実業学校教員になった者がどれだけいたかは別の問題である。
ただし、東亜同文書院大学と愛知大学との関係に関する
最小限の事実、すなわち、東亜同文書院大学を引き揚げてきた教授たちが中心と って愛知大学が設立されたこと、学業途中で引き揚げてきた東亜同文書院大学の学生 ちの多くが愛知大学に編入したこと、こうしたことで ともと東亜同文書院大学と愛知大学 の縁は極めて深いこと、そんなわけで二
OO
一年五月二五
1
三六日には、東亜同文書
院創立百周年を記念して東亜同文書院 同窓会である福友会と愛知大学、それに愛知大学同窓会の共催で、創立百周年の記念式典が開催され こと［注］、ついに最近では東亜同文書院大学の阿窓会である掘友会の会員が愛知大学の同窓会に特別会員として加入・合流することになったことその具体的な現れの一つに『愛知大学同窓 会報』に「福
友会のペ
lジ」が設けられるようになったことなどは確認
しておく必要があろうと思われる。［注］愛知大学東亜同文書院大学記念センター
書院記念報』〈。一・
5
（二
OO
二年三月）
可東亜同文
報告の主題と課題の限定この報告は、愛知大学に遣された東亜同文洋院（大学）の学籍簿から入学者の派遣．応、その地成分布、入学した学
科、入学前の学暦などを調査した結果の概．要を整理し、東亜同文書院（大 ）に入学 た学生たち 実像に迫ることを目的としている円一またこの日的に限定されるつ
なお筆者の調貨は入学有側々人を識別することを日的と
していないので、この報小一けから京．弛同文舟院（大学）の卒業生群像を描き出すことはできないっ換一一－一日すれば 準荷が解明しようとしているの 、通常同窓会誌などで取りあげられる卒業生群像ではない｛補注］。卒業生群像を嫡き出すことは筆者の任ではな 考えたからである。｛補注］一、東亜同文書院大学史｜創立八十周年記念誌
ι
（一
九八一．年、泌友会）所収の「川想録」は、各期ごとの卒業生の活躍の様子を伝えている。その際、卒業生の氏名にはカッコ内に（おそらく）出身の府県名が記されている
c
しかし府県派遣生、公費生あるいは私費生
の区別は明記されていない 例外的に希に誰それは外務省派遣あるいは満鉄派遣生だったと記されているばあいもあるが）。近い将来には 府県派遣生、公費生、私費生の区分に応じた卒業生群像を描き出す研究が可能となるか 知れない。
》Jl 恒同文書院入学 r.·のllff象一一 i毎を iJ1 って学びに行った才＇－d'.－たむ
ところで、『東亜同文書院大学史
l
創立八十周年記念誌
L
で回想を伝える卒業生の「期」は、通例の同窓会が卒業期でまとめるのとは違って、入学の期であるように忠われるヮこの方式にしたがうと、途中で退学した人についても記述できる便宜があり、実際にその種の記述が少なくないところにこの書物の魅力の一つがある。多分、一般には比較的珍しい表記なので申し添えておく。ところで、筆者の関心事の一つは入学者選抜の問題で、それは教育学の一つ 関心事でもある。内地の高等教育機関であれば、吋文部省年報
L
などによ
り当該学校の入学者 入学前の学暦を知るこ もできるし側々の学校のぷ子校一覧
L
がその種のデ
l
タを掲載してい
る場合も少なくないけい取班川文 院（大学）の入学者選抜はいくつかの独特のト刀法を採川していた－」とは られているが、その結果について 資料や統計が知られていない内幸いに愛知大学に束岨同文占院（大学） 学籍簿が保存されてい ので、大学当局の
f
解を得て、この資料を活用す
ることにより、入学者の実像を探ってみたいと考えた本稿である
c
ただし、愛知大学教務課に保存されている学籍簿のフィルムには中華学生部の学籍簿はふくまれていないので、中華学生部入学者を扱うこと 出来な った入学者数と卒業者数とのずれ東市一同文書院の入学者数については、泌友会の会員名簿、J東亜同文書院大学史
L
（一九五五年、泌友会）に掲げら
れた名簿（の数）、松谷のもの、藤川教綬 もの どいく
っかのデータが知られている。戦前の日本には男子については徴兵制があったか 不正確だった筈はない。しかし、この報告では筆者自身が調査したものを掲げ、より正確な検討は別の機会に譲りたい。なお以下の報告で取りあげるのは入学者数であり、卒業者数ではない。入学者数と卒業者数とのあいだにはかなりのズレがある。留年して遅れて した人もいるし、また、学業途中の病気あるい 家事都合による退学、処分による退学、死亡などが少なくなかったからである。とくに戦前には若者のあいだ の結核による死亡や退学が多数あったことは特筆しておかなくてはならない。いまの人には考えにくいことだからである口
6 ！”l 立； F寺院記念綴
I．東亜同文書院への入学のル
i
ト
最初に、東亜同文書院への進学のル
l
トは、他の高等教
育機関のそれとはかなり異なっていたことを改め 確認しておく。表
1は、外務省の外交文書館に遣されていた一九二五年
頃のものと思われる東亜同文書院への「入学志願者心得」を筆者が整理したも である。こ から東亜同文書院へ入学資格、出願手続きと学費にみられるいくつか 特徴を知ることができる。
（ご入学資格に年齢制限があった東亜同文書院の入学資格の第一項は、通常の専門学校の
それと同じである
c
「通例の」というのは、明文での断り
なしに女子を排除していることを含めてい 。
しかし二五歳までと限定している第二項の年齢制限は、
通常の専門学校には見られない条項であった
U
これは、東
亜同文書院の入学資格の特徴の一つと言える。
（ニ）学費は高かった戦前の私学の学費は、日学のそれより低 のが普通で国表 1 東亜同文田院への入学資格、出願手続きと学費 0925年頃）（入学資格）
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準公質生
あった口このことを考えると、三ヶ月で一六五円（
H
月額
五五円）という京．県同文書院の学費はかなり高い万だったと思われる。例えばある書院生（第三 期）はその回想記に「全凶各府県の厳位一な選抜試験を経た者、あるいは勺時としては巨額な学費月額五十円を自己負担した私費生者」一五々と持いてい から［注］、当時としても巨額だったとされていたようであ 故多数を山めた附削除派泣中．はこのことを心配しなくて済んだわけである。その意味で府県派泣慌に選ばれることには魅
hM
があり、これは点恒川
文書院が優秀な学生を集め得た一つの重一．要 要素となったと思われる。これは同時に、学費の高さがあまり注目されなかった珂山でもあろう 思われる口［注」ぺ東亜同文書院大学史
h
（福友会、一九五五年）＼六
他・万、私費生、準公費生については、この高い学費の負
担は重かったと考えられる心少なく も結果とし 、私費生、準公代中については、この学費 判に耐えられる附肘からしか出願し待なかったことは確実であるよう 旧いる
c
このことは、京岨同丈島院生の特色の．つだったと指
摘できよ、つ一
U
（三）入学者は、府県費生と公費生は派遣主体が、準公
費生と私費生は東
E
同文会が選抜した
一．入学者は、府県費生は各府県が［注］、また公費生
はそれぞれの派遣主体が 費生と私費生 束亜同文会が選抜していた口ここに東亜同文書院の入学者選抜の最も重要な特徴があっ 。［山］乍者は、愛知県の場合を例としてその実施方法を調
時tSP-fuJ ；文舟院入学行のmt ，毎を浅りて？：びに行ったれれた乞
べたことがある。拙稿「東亜同文書院への府県費による派遣生の選抜制度｜愛知県の場合」、愛知大型文事曾『文皐論叢』第一二六輯、二
OO
二年七月。
二．公費生もそれぞれの派遣一五が独自に選抜を実施した
が、その選抜方法の詳細は、これまでのところ知られていない。学校側と派遣一花たる団体と何らか 契約を結んでいたのだろうと推測されるが、現在の ころ詳細はわかってしなし後で述べるように、公 で最も多かったのは南満州鉄
道（株）（以下、満鉄）からの派遣生である行満鉄は、当初会社からの派遣生の選抜を府県に依頼していた とが判明している［注可しかしその後の 生に過年度卒業者が多いこと、尚業学校卒業者が多いことなどからみて 次第に、満鉄入社後数年を経た社員の中 選肱して派遣するよう なったものと般測される一口（注］愛知県の例は一九二
O
年四月一六口付けぺ愛知県公
制ML
に記載された
JM
報」欄で確認できるけこれによ
れば、この年愛知県には満鉄派遣生二名を推薦するよう委託されていたペ三．私費生と準公費生の選抜方法は同じで、ともに東亜
川文会本部が試験を行って選政した。私費生と準公費生の選抜方法については、「学則」にあ る「章程」の補足に組定されていたほか、今日の「蛍雪時代
L
の前身である「受
験旬報」など当時の受験雑誌でその概要を知 ことができ心［注〕一｛注｝日．束亜同文書院記念報
L
〈。一・。（二
OO
一年五月）
にその一部が紹介されている
c
東亜同文書院では、後に若干の事例を紹介するように、私費生の入学者選抜だけが通常の高等教育機関のそれと同じ方法で実施されていた。（四）入学定員はなかった？図1
と図
3に示した東亜同文書院の入学者数の変遷をみ
て気づくことの一つは、東亜同文書院時代についてみれば、第三期の六八名が最小、第一九期と第二
O
期の一三九名が
蚊大となるなど、年度による違いが著しいことである。また東亜同文書院大学予科の時代になると、入学者数は一挙に噌加し、第四期には
4八一二名に達している。
東亜同文書院は全寮制だったから、寮の収容限度が入学者のマキ、ンマムであったと推測される。年度ご の 者数に変動幅があったのは、主体となる府県派泣生の数が派遣元の事情で必ずしも毎年同じでなかったうえ、選法方法の山内なる入学者を迎え入れたため 生じたことで いわばやむを得ないことだったのかも知れない口しかしいずれにせよ、各年の「市杭」に入学定員に関する規定ははえない（五）入学者選抜における競争率は激しかった府県費生は府県ごとに選抜が実施されたから、府県によ
り競争率に差があることは当然 ある口松谷氏によ多数の派遣生を送り出した県の一つである熊本県では、地元にあったエリート校である第五高等学校の競争率 五倍程だったが、東亜同文書院への派遣生選抜のそれはしばしば一
O
倍前後だったという口
他方、私費生の選抜は本部で一括していたからその競争
率は明らかだった筈であるが、これに関する公表資料はこれまでのところ見あ らない
c『受験旬報』の記事によると、
自J.,J ：主将院必念：科i
一九三六年度の競争率は六・同六倍、一九一二八年度のそれは九・二一倍であった［注］。いずれにせよ、入学者選抜の競争が厳しかったことは確実であったように思われる。［注］吋東班同文書院記念報
ι
〈C
一・ゆ（二
OO
一年五月）、
一二一、一四頁によるむ（しハ）科外生、聴講生、実湖日生からの編入もあった
一桁程度の少数であったが、科外 、聴講生、実習生の
名口で入学し、その後正規の学生として編入した計もいた一帝国大学でも見られた方式である［注］が、この方式の章程上の位置づけは明確ではなかったように思われる口［注］日本教育史研究で知られた名古屋大学名誉教授故結
城陸郎先生も、師範学校卒の学．位、だけで東北帝大の聴講生となり、やがて学部生となって同帝大を卒業された人であったむ
東亜同文書院の歴史の時期区分予め東亜同文舟院の版史の時期区分について述べる
U
東亜同文書院の歴史は、教学 組織の変遷で一民分すると、
東張同文件院（入学則でいえば一九
OJ
年から．九
J1．八年
まで）、東亜同文書院大学予科（一九三九年以後）、東亜同文書院大学学部（一九四一年以後）、東亜同文
A
院大学附
属専門部（一九四三年以後）に分けて考えることが きると
日取初の東亜同文存院の時代は、専門学校として指定され
た一九二
O年以後とそれ以前に分けて考えることができる。
年数でいえば、一九
O
一年から一九一九年までの十九年間、
一九二
O
年から一九三八年までの十九年間と、ほぽ二分さ
れている。以下ではそれぞれの特徴をこの組織ごとに分け
て述べる。第二期生は一九
O
一年に入学している。したがって入学
期の数と商暦年の一桁の数とは一致していた。ただしこれは一九．二八年入学 第一二八期までのことである日（具体的にいうと、学籍簿は、一九三八年に入学した者のうち規定の年以に卒業できなかった行を第三九期中と ているので、これ以後は西暦年次 合わない
c）
本稿では、咋門学校として指定される以前を前期とし、
専門学校時代を後期 して分けて それぞれの時期 入学者の若干の特徴を幣即日してみる
υ
E．前期東亜同文書院入学者の特徴
故初に、前期東亜同文書院入学者の若．卜の特徴を整埋してみる
D
（ご初期の入学者の最多数は府県派遣生で、府県派遣
生の大枠は一府県三名が原則
一．実は第一二期までの入学者の学籍簿はたいへん不備
で、出身学校などは令．く記載されていない寸紋初 作成された元来の学籍簿は一旦戦火で消失し、改めて作成されたものと推測される
U
それはとにかく、初期の入学者は、判
明している限りそのほとんど全部が府県派遣生で占められていた。こ は、卒業牛．の思い出などとも合致 る。詳しくいえば、残された 資料に疑問がある第二期をのぞき、府県派遣生はつねに入学者の過半を占め、ことに第七期から第一一期までは府県派遣生のみであった。府県派遣生数は第五期の九六名が最大で、おおむね九
O
から五
i毎を淀’J てど子：ぴに ii った ti お・た t,＊鋭I“l 文書院人乍者の鮮｛象9 
東亜同文宙院入学者の派遣元別構成の変遷（第1期～第四期）図 1
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表2
りから五
l六名派遣する県が現れていた。
三．派遣生を送る府県は全国にわたっていたが、ぱらつ
きが多かった
第一
l
一九期を通して派遣生を一名も送らなかったのは
束京などごく僅 の府県のみで、その意味では、派遣生を派遣する府県はほぼ全国にわたっていた。しかし、表
3
に
みられるように府県によるばらつきは大きかった口
図
2を見てわかるように、この二
0
年間の派遣生総計を
地万別にみると、北海道・東北六県は、一八六名（一二一・二%）、関東一府六県一凹二名（一
0
・一%）、叩’信越一一一県
一O四名（七・四%） 東 四県一三五名（八・九%）、北
東亜同文宙院への府県派遣入学者の派遣府県別内訳
（第1期～第19期の合計）
図2
陸ゴ一県七O名（五・O%）、近畿二府四県一一九名（八・五%）、問凶凹川町．五O名（一
0
・七%）、巾国五県一八八
名（二二・四%）、九州七県・沖縄三二一名（二二・八%）であった［注 ］。概して問凶、九州各県は派遣生を送ることに熱心だったといえる［注一．］口｛注ニ後述の注に示すように、東京府は束帳同文書院へ
府吹の派遣生を送っていなかった口したがって夫
3
に
東京府から派遣 があ た如くに示されているのは、筆者の史料 読み違いと推測されるじ
［九型己松谷、前掲論文は、熊本、長崎両県を例として、
九州各県が派遣生を送りだすことに熱心だ 様子を摘さ、だしている口細かくみると、統計が不備な第一！一一一期をのぞき、第四
l
一九期については、以下のことを指摘できる八五期間を通して毎年派遣生を送り出した県は、長野、愛
知、三重、奈良、香川、徳島、愛媛、島根、山口、福岡、熊本、佐賀、鹿児山内の卜
J一県にのぼる。なお市計の訓告で
は愛知県は一九一川年にはゼロとなっているが、松谷氏の資料によりこの年も派遣生を送り出したものとみなした四国、九州の各県以外では、長野、愛知、一二重、奈良などの各県は熱心に送り出したといえそうである
n
途中
J年だけ派遣生を送らなかったことがある川県は、北
海道、宵城、茨城、新潟 和歌山、岡山、長崎の七道県である。
しかし、派遣生を送らないのは、当該の府県が募集しな
かったのか、募集したのに応募者がなかったのか ついては、いまの段階では判断材料がない［注可
みを iii ぅて学びに行η た r; r.t二ちI 東亜！ロl 文 jtf院入’F r,·c＇）俳f象
表己 弁亜同文宙院への府県派遣入学者¢晴遣府県別内訳
（第1期～19期）
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［注］東京都公文書館に、
J九二
O
年九月二八口付けの東
MM
丈
ku
院から東京府に宛てた「東京府出身卒業生就
職現在及在学生一覧表」が遣されており、ここには一期から二
O
矧までの東京府山身の卒業生と在学生の動
静が一ぶされている。これによれば、東京府出身の私費生と準公費生はいたが、府費派遣生はいない。（二）公費生は一九一八年までは一桁に過ぎず、その範
鴫は意外に幅広かった
入学順位が第一一位とされていた公費生は、吋初は極めて
僅かな数にとどまり、一九一八年までは一桁に過ぎず、二桁になるのは一九一九年以後で、一九期までの公費生の合計は四五名であった。（史料にみる限り、第・；
a二、五
l
一二期には公費生はいなかったむ）この公費生の派遣一応は、甚だ多様であったっ前期に 元として最も多かったのは各県の育
英組織で、鳥取県勧学会（十一名）、秋田県育英会（七名）、岐阜県育英会（五名）、千葉県育英会（
J一名）の他、悩井
教育会、京都府宇治郡教育会、栃木県育英会が各．名を送っている。次に多いのは川県、郡、村など 地方自治体であるつこの
うち千葉県、徳島 、香川県などは府県派遣生の派遣元のはずであるが、原史料のママ掲げたつれ川取商工会議所 東亜同文会などの派遣生を公費生として扱うことに疑問はないが、一日田士製紙（株）、大阪毎日新聞社などの私企業も公費生の派遣主体になっていること ．九一五年には大連民政署のような植民地の政庁が、一九一九年からは外務省が公費生の派遣一応として現れ いることが注目される。
こうしてみると公費生の範時規定は必ずしも明確ではな
く、かなり幅広く解釈されていたように思われる
U
東亜同文田院への公買派遣入学者の派遣元別内訳
（第1期～第四期）
派 jft 花 入学 JUI
I ｷ1 1:1 1•1 15 16 17 18 HI 
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表4
（三）準公費生は性格が暖昧で、実際に存在したのは第
一三期からの一時期のみ
準公費生は第二一．期から第一九期までのほんの一時期毎
年一
O
数名存在し、その総計は
JO
一名で、年平均」四・
川名であるじ規定に残されているにもかかわらず、実際には第二
O
期の一名を最後として、それ以後存在しなくなる
のは、その性格が殴昧だったからではないかと思 れる口（筆者の調査の間違いかも知れないが、準公費生はその後ずっといなかったのに第三一
O
期に一名いる。）
この市公費生の制度は性格が暖昧で、私費生と別にほ別
存＂；2 、 3. 日 l コ !Pli 二 Li 、公n ’Hiいない
i毎を ii主ヮて’Iぴに行りたわれ－だちI] 3収益［ fr.］文脅院入学 J小の llrf象ー
されている理由が筆者には理解できなかった。この点の解明は、今後の研究課題としたい
U
松谷氏によると、車・程における準公費生に関する規定は
第一一一期まではなく、第一四期の阜税から現れるとのことである。このことから松谷氏は、第一二期ま に準公費生が見えないのは学籍簿の不備ではなく、章程上も第．一二期から笠場したものと推測している口準公費生の推薦母体の一覧表は いたずらに煩斑になるので、要約して北川する口史料で とされている者の推薦者の範時を区分してみると、次の如く一．府県レベルの地方公共団体多い順に．
H
貯川県（五）、神奈川県（川）、悩川県（川）、
宮崎県（問）、決減県（二」）、滋賀県（三）、群馬県（一．）千葉県（．一）、静附川町（
.. 
）、愛知川川（
.. 
）、
... 
前川県（．
J）、
大阪府（二）、島恨県士二 山川県（二）、鹿児島県（二）、以下各．名を送った岐阜県、たポ・以県、ぃ以都府、和歌山県富山県、新潟 、公良県 岡山県 大分県、佐賀県、などであるむ
これらの府県は、他
KM
で同じ時期に府県費生を送り出し
ている
cそのような県の一つである愛知県について筆者が
調べた限りでは、 からの派泣生とは別倒 準公費生推薦に関する手続き規程を発見することは山米なかった
J
郡レベルの地ト刀公共同体
秋田県由利郡、広島県沼隈郡、福岡県の遠賀郡と糸島郡
が各．名を送っている
c
なお、当時の郡は・円治体であった
三．市町村レベルの地方公共団体
名古屋市（八）、福岡市（一二）の他、各一名を送った東京市、東京府の多摩川村、白州市、新潟県の．二条町、静岡県沼浄町、大阪市、神戸市 福井県敦賀郡東浦村、徳島県の国府町、尾道市、一一一草山県の桑名町、徳島県下分上付、和気郡藤野村 沖縄県の八重山村などである。凹．東京の民レベルの地方公共団体ド収京市午込区（一）、東京 麹町区（一）などである口五．柄民地の政庁大迎民政腎（
a）、台湾総枠府（一）などである口
六．有志の育英同体千葉県山口英会（；．）、行森県下北郡教育会 一 秋川県の角館町学生奨励会（一）、神奈川県都築郡教育会（一）、
以郡山川船井郡教育会（．）、大阪市北
K
教育会（．）、悩附
鞍手郡教育会（一）などである
じ．
U払的川体
鶴見総持寺（一）、黒龍会（一）などである一このような多様な同体による「般的」という術院の実態
は、章特や入学志願者心得に記載された「推薦願い」の書式だけでは推測することはできないりこれをを解明することは今後の研究課題の一つであろう。
（四）私費生が増加し始めたのは第一四期からU私費生一は第一期からみられた
c
しかしこの第一期はおそ
らく例外で、第二期からしばらくは滅多になく、第・：一則までは多くても五名以下 あった己私費生は、第一四期からにわかに増加し始めたが、それでも八五入学者の
aAO%
を．超えることは減多になく、第．九
期までの総計は一二五名（この 間の八五 者一八
O
五名
fol iえ，1}H:u己：.dlt J.1 
の六・九%）に過ぎない。私費生がさらに増加するのは、専門学校になってからである ）
（五）私費生の入学試験は八科目私費生の入学試験について章程は長らく「人物、体格、
学術ノ三科トシ其学術ハ中学校卒業以上ノ税度トス」と定めるのみであった。しかし、一九一九年の「学校一覧
L
の
草ねから第十計十補則に私費生の選抜に関する一筒条がくわえられ、そ 入学試験は英語、漢文、作文、数学、地理、経史、物理、化学の八 目について実施するものとされた［注｝。当時紋も難関とされた高等学校等の入学試験科目は国語、漢文、英語、数学を基調とし、これに文科は暦史、地理、理科は物理、化学を課してい ことと比較すると国語が作文に替えられていたのみで、ほとんど同じだったといえる。なお入学願書に志望学科明記のこととされていたのは、この時期には農工科も開設されていた めであろう。［注］ぷ不
Hm
同文
A
院一党自大．止八年八月以仁る大正九年
七月
L
一．一五
l
一一．六頁。
（六）入学者の学科構成は圧倒的に商務科が中心東亜同文書院は発足当初はい的務科と政治科の．一学科構成
で出発した
c第一学年には両学科共通の科目が多く、第二
学年から専門科けが次第に分化す システムであった口筆者は所属学科の決定方法に関する史料に接したことがない
c愛知県の派遣生に関する資料にみる限り、学科選択
は学生の希望に任せていた如くである
U
その結果として、開校当初こそ政治科にすすむ学生がご
O名に達することもあっが、以後急減して一桁台で推移し、
八五期間を通して極端に商務科に偏在していた（入学後、政治科からい附務科に転科する者も少なくなかった）一
U
まとめると、第一
l
一九期入学者中の商務科総計は千五
百．六名で、政治科は一四六名（令．入学持の八・J%）に過ぎなかったっこのためか一九一八年から政治科の学坐募集は中止された。
（七）短命だった農工科一九一四年から設置された農工科は、文科系とみられて
いた束岨同文洋院にはユニークな学科であった－この学科の学科諜程には、商務科や政治科とのあいだに共通性はほとんどなかったじこの州似て科への入学者は批初から以側めて少なく、第．川
期から第一九期までの入学者総数 一
O
七名に過ぎなかっ
たりこれは一則．平均卜八名弱であるけここでぶ細に触れる余裕はないが、府県派遣生や公費生で農工科にすすむ者まれで、良工科の学生の大部分は私 山められていた一いずれにしても伐仁科は振るわず、．九
.. 0
年には小中募
集は停止されたコ
こうして商務科生がつねに多数を山めたことは、十収．牧川
文井院の作
wml
イメージを規定する重要な要凶の
J
つと
なっていると思われる士
（八）入学者の前学歴は圧倒的に中学校卒業者入学者の入学前の学歴が判明している は第一四期以後
で、第一一一．期まで 学籍簿には記載されていない。入学者の前学阪は、去には掲げなかったが、判明し いる限り は、中学校卒業者が圧倒的 多数を占め それ以
外の学経者は、肢も多かった商業学校卒業者でも数名を超
l:i ＊張［，；J 文 jlf院入学 r.·,'>lrrfを t毎号 ii コて’f・？に行ったれおたむ
えることはなく、ほとんどネグレジプルである。
（九）入学者の過半はいわゆる現役だった入学者の前学歴の卒業年次を第一六期を例にとってみる
と、表
5に見られるように、約半数が当該年度卒業者いわ
ゆる現役出身であった。細かくいえば、私費生だけが現役出身よりも浪人出身が多かった。この傾向は他の年度でもあまり変わらない。j文書院第一六期入学者の入学前の学歴
派遣元M(百IJ 学校悌可ir宇 守ー 司t if :j: ；’、，，ll
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I'! 表5
ii. 、 fを芳 .fti!-:it J’E 百五 1. f; /; ~： ff 月＇fii.L, （；’t代 l iよ＇ q ，·、；－ n ：こ；ゎーだ
尚！；’n主 lよ I均 :t?nの，，，.二くわ f ’J
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E．専門学校時代の東亘同文書院入学者の若干の特徴
H 文帯院，；己念総 16 
東亜同文書院は一九二
O
年に専門学校として指定される
と同時に、修業年限四年の学校として改組した。専門学校の修業年限は普通は三年で、修業年限四年の専門学校は、医学専門学校を別として、官公私立を通 あまり多くなく、私学では明治専門学校くらいのものであった（同は、のちに官立に移管された。現在の九州工業大学の前身）口官庁一学校では東京高等商業学校が四年制であったことからみても、問年制専門学校の威信は高かったと推測される東亜同文書院は、以前は八月始期制であったが、この第.. 0
則から問月始期制に転換したり
専門学校時代の東亜同文書院入学者の全体的な特徴は次のように整埋できよう〔同
3を参照
c
（ご恐慌で急減した入学者数専門学校時代に入ると、入学者数はおよそ百二
O
名前後
で推移したが、．九
.. 0
年代後下則から減少し始め、．九
二一
0
年代の剛氏業恐慌期には七 名まで落ち込んだしかし、
これがボトムで、一九三二年からは少しずつ増加に転ヒた一
（二）府県派遣生の数も農業恐慌期には半減した一．府県からの は一九一一
0
年代には七
O
名から九
O
名の範聞で推移したが、
J九一二
0
年代に入ると五
O
名前
後に減少し、ボトムの一九三二年には問．一名と最盛期 下数以下に落ち込んだ
D
これは、引き続いた農業恐慌のため
に府県財政が緊縮したためと推測されるつ・川米から派泣小しを送ることに熱心でなかった府県は別として 一 二
0
年
代に入って派遣生を送らなくなった北海道 新潟、福井、
専門学校時代の東亜同文田院入学者の派遣元別構成の変遷（第却期～第39期）図3
39 38 古136 l5 34 3 32 31 28 29 羽
入学期
27 26 お24 お包21 
l!D 
40 
20 
10 
関切入学者数
lｫl 
120 
京都、愛媛や派遣生の数を下減させた長野、長崎、鹿児島の諸道県はその典型であった口この内…での唯一の例外は兵庫県で、岡県は従来ゼ目だ 派遣生を一九一二
0
年代に
入ってから送り出している口
二．前期と同じく、図
4と表7により、この期間の派遣
生の数を地方別にみると、北海道・東北六県は六五名（五・問%）、関取．府六県六．名（五・一%）、巾
μ川越．一一県．
0
七名（八・九%）、東海四県一一一九名（一
0
・七%）、北陸
三県六三名（．
h
・
4．%）、近機・
J府川県．・
40
名（九・九%）、
四国四 六 名（五・三%）、中岡地方五県二．一川名（一一%）、九州・沖縄八県四六問名（一一一八・四%） 、九州地方各県が熱心であったことがわ る
r
一二．この期間の派遣生の数を府県ごとにみると、積極的
に送り出した と消械的だ 県 には なりの迷いがある。（表
7
の第二一八則と第三九期は等しく一九一．一八年の入
学者である
G
第三九期生とはこのうち遅れて卒業した者を
まとめた則で、入山千年月で区分したものではないし）全期間を通して毎年派遣生を送り出した府県は、長野、山梨、愛知、．二重 宮山、石川、奈良、大阪、和歌山、徳島、間山、山日、福岡 熊本 長崎 鹿児島の十六府県であった＝こうした府県があったので、東岨同文書院生 存立基盤
は安定していたといえるのではないか。四．最も多数の学生を派遣した府県のベストテンは、①長崎（一三五名）、②福岡（一
O
八）、③愛知（七
O）、④
熊本（六四）、③鹿児 （五二）、⑥長野（四七）、⑦広島（六）、③大分 四二）、⑨佐賀 一 七）、⑩大阪 一一一六）であっ
17 14!翌同文符院入学おのE下旬： 海を法って？びに行った r，.打た九
た。
とりわけ九州七県と山口県は派遣生を送り出すことに熱
心で、これら七川県で一．
0
年間の派泣生総数約千一一行名の問
割を占めていたことは注目される
J
五．反対に全期間を通して．名も派泣しなかったのは、
東京、神奈川の一一府県である口ただし東京府は、一九二一九年一．月九日に初めて寸束．亜同文書院府費生派遣規程ー－を制定し、この年から毎年数名の派遣生を送り出した？川町したがって東京府は、専門学校時代には府費派遣生を送らず、束事．同文存院が大学に昇防附してから府費派遣 を送り出したことになる一｛注］「警視庁・束京府公続人口ゲ外、昭和一同年二月九日
号による二ちなみに、・公報・川上口ゲ記載の来店山刊行ぷ第百口ゲによると、．九・
a九年の府代派泣止しの選抜試
験は、同品、波文、英石川、数学へ代数及千ぃ間幾何）、身体検任及川以試問で下、施された一
概してい収北と関取の必県は派遣に熱心でなかったように思われるただし令則問を通して．れしか派泣
L
なかった
千葉県、三名しか送らなかった鳥取県については、県内育英組織から公費生を派泣している を考慮すべき も知れないけ（こうした事前を考慮して 松谷氏は県の育英組織からの派遣生を府県派遣生に加えて考え いる）
いずれにせよ、ほとんどつねに府県派泣生が入学荷の過
半を山めたことは、東軍同文書院生のイメージを作り上げてきたといえるしかし以下に述べるよう 私費生、公費生も決して少ない数字ではな ったから、東亜同文書院
H
府県派遣生というイメージ 事実と合わない』
専門学校時代の東亜同文書院入学者の
派遣元別構成の変遷 （第20期～第39期）
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表6
専門学校時代の東亜同文田院の府県派遣入学者の
派遣府県別内訳 （第20期～第39期の合計）
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表7 専門学校時代の東亜同文田院の府県派遣入学者の
派遣府県別内訳（第加～39期）
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（三）専門学校になってから増加した私費生一．専門学校になってからの十九年間に、私費生が五六
五名と大幅に増加したことは、この時期の特徴の一つといえる。
二．私費生の数は、時期により異なる。第二六期から第
三一期が少ないのは農業恐慌の影響と思われる。しかし第三五期以後は毎年五O名を超えるほどの数にのぼったことは注目される。中国へ 関心の高まりを反映してい のであろう《
二一．私費生の本籍からみた府県分布をみると、の興味深いことがわか 一
U
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図5
図
5と表
8によりこの期間に入学した私費生の分布を地
方別にみると、北海道・東北六県は凹九名（八・七%）、関東一府六県六一二名（十一 二%）、甲信越一二県二五名（凹・四%）、東海問川町四 七・一 %）、北陸三県十一名（一一－O%）、近畿二府四県百二名（ 八・一%）、四国間県三七名（
Lハ・六%）、中国五県八六名（十五・二%）、九州・沖
縄八県百四一一一名（二五・三%） 外地七名（一・一一%）であった口私費生の全体的傾向は寸府県派遣生と同じく 東北地方からは少なく、関西 九州地方から多いようであったり
四．東京府のようにこの時期に派遣制度を実施していな
かった府県に私費生が多いことは理解できる（前述のように、東京府は一九三九年から府費派遣生制度を制定して派遣生を送り出し てしかし、九州各県（沖縄をのぞく）からの私費生が一四二名（この期間の私費入学者の二五%）にのぼったことにみられるように 派遣生制度を実施していた府県からも広費生はかなり多く入学していた。長野の．四名、愛知県の二二名の各県などもそうである口こうした事実は、たとえ派遣 選抜試験に落ちても東亜同文書院に進学したいと考え 若者たちが多かったことを示峻しているつ
（四）私費生の選抜には地方入試や無試験検定もあった私費生の選肢に課される入学試験の科目は、一九二六年
頃までは従来と同じく「英語 漢文、作文、数学、地理、服史、化学の八科」とされていた［注］
c
八科にならない
のは「物理」がミスで脱落して るもの 推測される口［円以］吋東亜同文書院紀要大正十五年九月
L
に収録され
た章程による
c
！”l 文舟院記念総 20 
表8 専門学校時代の東E同文田院への私費入学者の府県別内訳
（第20期～第39期）
本裕 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 
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ところが、「受験新報
L
に紹介された→九一：八年頃の東
亜同文書院の私費生の選抜に関する・記事によると、弘代位の入学試験科目は、数学（代数及ポ而幾何）、英品、川茂文で、「商業学校卒業者ハ代数
M礼子耐幾何ノ代リニ尚業杭術、
商業簿記ニ付キ受験スルコトヲ作」とされていた
J
．九．一
八年以来の文部行の受験科日数削減政策に京弧川文訂院も同調したものと推測されるが、いつから削減されたのか、いまは不明である？川様に、尚業学校卒業者に 打川口科目での受験をいつから認めるようになったかも．小別である
f
なおこの時期には、東京、京都、悩附及び上海において
入学試験が実施されていた中 での か．叶能となっていたことは注目されるまた川ヒ記事 よるレ六この時期には旅試験検定も 施されていた中 校 卒業年次の成績及第者の卜分の一以内の行につ てい県試験で選依する
H
式で、現今 推間入学にあたるい 頃からやた胞し始めたのか不明であるが、これは、
hvi
時の行し
μ一向写商業学校では
・広く下、施されていた五式であった
（五）準公費生はいなかった前述したが、準公資生はその制度がなくなったのではな
いにもかかわらず、第・
40
則の→名を
H以後にいなくなった、
（六）満鉄が登場するなど公費生の派遣元が変化したこの時期の公費生は、総計．jaLハ名にのぼった口ところが、公費生の派辺元には大きな変化がはられる一リ
第．に、前期には見られなかった市満州鉄道（株）（以 卜「満鉄」とする）から派泣さ た者が百一一六名と全公費生の過半数を山めていることが注けされる
満鉄からの東．車同文古院への派泣生の始まりについては、
！”！ .:C 言i l完.；［＇.念総 2 
口取恒同文書院大学史
L
に興味深い記事がある。これによ
ると、佐初（第．一
O
期）の満鉄からの派遣生は、社員から
選ばれた行問名、各府県の山下業符から選ばれた行が．問名だったとのことであった［花」でなおここではぶしくは触れないが、その後の満鉄派泣生の前学版をけんると、いわゆる現役生［山．
U
の他にずっと以前 過年度卒業将が多
かったようである，後私引は会社内部からの派泣であったことを窺わせる
υなお満鉄内部でい取組同文訂院への派泣作しの
選抜の実務の衝に当たった庶務課長は京柑．
M
丈市院第．則
小心だったとのことである表 9専門学絞時代の東亜同文宙院への公賀派泊入学者の派遣元別内訳
（第却期～第39期）
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［注ニ吋東亜同文書院大学史
L
（旧版三三二一
l
二．
34
頁。
｛へ些長「愛知県公報
ι
第六一八号（一九二一年一月一一一日）
に、満鉄から依頼された京税同文書院派遣生募集の記事が見える
c募集人員、選抜方法等は明記されていな
い。しかし、筆者の調べた限り、この他の年次には日．愛知県公報
L
には満鉄からの募集記事は見えない
U
第二に、前期には最も多かった各府県の育英団体からの公費生は、満鉄に次ぐ第
J一の地歩を占めることになったわ
その内訳は、鳥取県勧学会（
J一問）、秋山県育英会（十八）、
香川県育英会（五）、宮崎県奨学会（二）、岐阜県育英会（」一）、千葉県育英会（一）で、計五二名である。これらの同体は、一九二
0
年代末からの民業恐慌期から学生を送り出さなく
なった。第三に、外務省派遣生がこの矧のみでも二凹名の多数にのぼったことが注目される。このほか青島民政府（五）、台湾総督府（こ、釜山府（こなどの植民地の政庁からの派遣生、さらに満鉄（一．一六）をくわえると、東亜同文書院は政策側からも誌目される学校であったといえる。第四に、派遣生を熱心に送り出した団体として 長春商業学校（その後継校である新京商業学校を合わせて一九）東洋協会（満州支部を合わせて七）が注目される。東洋協会は、日清戦争の結果併合した台湾の植民地経営に関する調売研究をめざして一八九八年に設立された台湾協 桂太郎を 長とし、水野遵、大倉喜八郎らが役員）を前身とし、日露戦争後の一九
O
七年に東洋協会と改称した団体で
ある。しかし筆者には これらついて論評す 材料はない
U
住友銀行、住友合資会社、大阪毎日新聞社、鈴木商店、
日本ゴム（株）などの私企業も俺かではあるが派遣生を送っていた。
（七）入学者の入学前の学歴の大部分は中学校卒業者入学省の入学前の学服では、八五期間を通して中学校が大
多数を占めていた。中学校以外からの入学者としては商業学校卒業者が第二五則あたりから毎年数名程度あったに過ぎない
υ
前述のように商業学校卒業者には数学の代わりに商業算
術と簿記で受験する道が聞かれたが、あまり効果はなかったものの如くであった。また、専門学校入学者検定（いわゆる専検）合格者など中学校卒商業学校卒以外の学歴者無視し仰る程少数であった口ところで内地の官
ι尚等商業学校では商業学校からの入
学者が一二
O%
前後を占めていた
D
このことと比較すると、
東亜同文書院への商業学校からの入学者は、筆者の予想上に少数であった。｛目立高等商業学校に商業学校 らの入学者が多かったのは、その入 者選抜において、商業学校卒業者に対しては入学者選抜のための学か検究科目の一部を中学校卒業者のそれと替え 措置をとって からである。東亜同文書院がこうした措置をとるようになったのは遅かったのかも知れない。いずれにせよ、僅かにせよ京．
m
同文書院に商業学校からの入学者があっ こ には注目しておきたい。公費生の中に商業学校出身者が比較的多 ったことも付ユ一一目しておく
c
（八）入学者の過半数はいわゆる現役卒だった入学者の入学前の学歴を卒業年次を第三四期つまり一九
三四年を例に ってみると、表叩に見られるように、入学
2:{ 東弧Jii）文容院入学貯の俳｛事：一 i毎を i度って午：ぴに行った行者たん
者の過半は当該年度卒業者すなわちいわゆる現役出身、だった。この傾向は他の年度でもあまり変わらない口
表10 東亜同文宙院第三四期入学者の入学前の学歴
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．東
E同文書院大学予科入学者の特徴
一九三九年に東亜同文書院は東亜同文書院大学に昇格し
た。修業年限は、小学校卒業を入学資松山とする子科が二年［補注］、学部三年であるつしたがってこれ以後の束亜同文書院への新規の入学者は、東亜同文書院大学予科の入学者である円学部はただ一一械で、尚学、法学等の山中攻の名称はついていない
9
東京商科大学などの例に倣ったものと思
われる。（戦後の大学では、単科大 でも学部の種類を名乗ってい 。）
［補注］大学令による大学の予科は、高等学校高等科と等
しい修業年限三年の学科課程等を原則としており、その入学資栴も向等学校内等科と等しく中学校第間学年修了以ヒとされていた。たとえば北海道帝国大学、東京商科大学もそうであっ （ だし予科をもっ帝 、ん日仏大学は少なかった）。これに対 て私立大学は、予科の入学資格を中学校卒業以上とし、その修業年限を二年としていたり東亜同文書院大学もこの方式にならったもの ザえられる口
市本岨同文書院の学則は、第六五条で「大学予科生徒ハ府県費生公費生引私費生トシ共ノ採川ノ順序ハ先ズ府県校生ヲほリ次一一八ム校生ヲ派リ尚余桁アルトキハ私伐生ヲ採ル」と定めた
cこの入学者選抜方法は、準公費生の制度がなくなっ
たことをのぞくと、京．並同文書院のそれとほぼ同級である次に第六七条で、「大学子科ニ入 シ得ル有ハ年齢満
.. 
十．歳以下ノ男子ニシテ左記ノ一ニ該当スル者タルヘシ」として、「一、中学校ヲ卒業 ンタル者“．一、専門学校入学行険定規杭二一依リ試験検定ニん
H栴シタル有口：一、文部大山
ニ於テ
J般専門学校ノ入学ニ関シ中学校卒業ト同等以上ノ
山字力アリト指｛．
Kシタル者」を掲げていた｛出マ
［注］学則の規定は、
τ束岨同文占院大学・間人
L
一九八二年、
一掘友会、七三四頁による
c
列挙された入学資格は、それ以前の他の私立大学の学則のそれと変わるところはないが、 だ一つ、「年齢満二卜一歳以下」 年齢の上限を している点、だけは他の大学には見られない特徴をなしていた「東岨同文洋院大学，
r科入学有の実態ぃ聞からみた特徴は、
！日l文内！？右記念科1 2ｷ1 
次のように整理できる。
（こ入学者は大幅に増加した東亜同文書院大学予科の入学者数は従来に比して著しく
増加し、大戦末期の一九四四年入学の第六期をのぞき、毎年一六
O
名を超えていた。
（二）入学者の派遣元と選抜の方法は東亜同文書院と同じ図6と表口をみればわかるように、東亜同文書院大学の
予科生の入学者選抜の方法は東亜同文書院時代と同じく、府県派遣生、公費生、私費生 範障に区分して実施されていた。準公費生の制度はない。表11 東亜同文密院大学予科入学者の派遣元別構成の変遷
開目11 入学 入学 内府県派遣If:. 内公費「I=. 内私費生年次 総数 実数比率 実数比率 実数比率
I 1939 167 70 (41. 9) 13 (7.8) 84 (50.3) 
ワ- 40 161 75 (46.6) 23 (14 .3) 63 (39. l) 
3 41 172 82 (47.8) 25 (14. 5) 65 (37.8) 
42 183 88 (48. I) 24 (13.1) 71 (38.8) 
5 43 176 91 (51. 7) 25 (l,t .2) 60 (34. I) 
6 44 90 43 (47 .8) 6 (6.7) 41 (45.6) 
ノ1--1』ヨnιI 949 449 (47.3) 116 (12. 2) 84 (40.5) 
予科第1m1は、通算節40期として拘われている。
東亜同文由院大学予科入学者の派遣元別構成の変遷（第 1 ～第 6 期）図6
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（三）予科生の派遣元の構成は、
を占めた
派遣元別の構成は、東亜同文書院時代のそれとほとんど
変わらず、府県派遣生が最も多数であった
F
しかしその比
率はおおむね五割弱で、半数を超えたのは第五則のみであった。府県派遣生の 府県別内訳 煩肢になるので省略し、その要約を述べる
c
派遣元は全国にまたがっていた。その府県別内訳をみる
と、六期を通じて合計二十名以上派泣したのは、点以（
. 
. ）、大阪（一二九）、長崎（ゴ一同）、福岡（二しハ）、山口（・
4
一）、熊本（二
O
）、の諸府県で、東亜同文書院時代と同じ
く、概して山口と九州各県が熱心に送り出したといえるしかし東民同文書院時代にはあまり熱心でなかっ 京京、大阪が多数派遣したことは注目される一他ト刀、秋山、目下山形、日城、千葉、愛媛、の諸県のように六期を通じて．名も送らなかった県もあった二
（四）私費生は四割前後を占めたが、その出身府県には
ばらつきがあった
東亜同文書院大学の子科生の中では、私費生が増加しその構成比が四割前後を占めていたことは注目される。予科の私費生の出身府県別内訳は煩斑になるので省略し、その要約を述べる。私費生の出身府県もおおむね全国にまたがっていた
J
し
かしその本籍により出身府県内訳 みると 長崎など従来から多かった九州勢 、東京（凹八名）、福岡（四一名）大阪（二六名）、兵庫（一二名）、長崎（一七名） 愛知（一
府県派遣生が半数前後
五名）のように大都市をかかえる府県が多数の私費生を輩出したことは注目される（カッコ内は六期を通した人数の計）口他方、岩手、群馬、山梨、富山、福井のように一名もいなかっ 県 背森 秋山 形、符城、一悩品、茨城、一二重、奈良、香川、向知、島恨、鳥取 佐賀 沖縄に六期を通して一
l
－一名しかいなかった県もあった。
（五）公費生は、官庁、植民地政庁からの派遣が増えた予科生中の公費生は、学生募集に困難な状況が生まれた
第六期をのぞき、何年一一桁の学生が送られ、しハ則合計は．4L
ハ名に達した」
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表12 東亜同文田院大学予科入学者中の公質生の派遣元別の内訳
iJR m y乙
人 ·｝：悶j
>? 5 
外務！？？ .t I 
明｝唱i院 ・〉 3 
大東，11i:省 w ワ 国今
朝鮮総督府 3 3 9 
,ti満州鉄道（株） 5 ;, > J J J ｷ>s 
t在Jヒ交通（株） ;> 3 3 
大阪毎日新聞社 5 5 L> 5 5 25 
鳥取県勧学会 ') ') 3 ワ 9 
竹中長j原会（和歌山） 5 
·；~·崎県奨学会 ワ
吾川県1f 央会
if 央会（件川県？）
1-:i毎1,•rfl/ 1己l手l ワ ・〉 5 
明新lfJ•'j!:fj' 英l!fl干l
｛， 計 13 q> Uぇ つ5 6 I 16
てその内訳をみると、東亜同文書院時代と同じく、満
鉄派遣生が二五名と最も多く、さらに華北交通（株）からの派遣生が．七名と急用した口
二．次いで外務省（一一名）、興亜院（ゴ一名）、大東亜省（二名）などの中央官庁派遣生、朝鮮総督府派遣（九名）
が哨えたことが目立つ。三．従来からの府県の育英団体からの派遣生は、鳥取県
勧学会（九名）、和歌山の竹中養源会（五名）、宮崎県奨学会（二名）などである 、その比重は小さくなった
D
四．私的な団体としては、大阪毎日新聞社が第六期をの
ぞき、毎年五 を送っていたことが注目される口
（六）予科生の入学前の学歴は中卒が大部分だった東亜同文書院大学予科生の入学前 学歴は中卒が大部分
で、その他の学歴者は．割にも達しなかった。その中で比較的多かったのは商業学校出身者であるが、毎年数名に過ぎなかった。
V．東亜同文書院大学学部入学者の特徴一九二一九年に子科に入学した者は問 年三月に修了し、
その年四月に学部に進学したりこ 時期まではいわば順調だったが、これ以後は戦時下の修業年限短縮措置のために、やや煩蹟になるので詳しいことは省略するが 入 期、卒業期とも通常よりずれた。ところで、大学（旧制）は、学歴により入学順位を定め、その順位の志願者が定員以内であれば、選抜試験を実施しなかった。東亜同文書院大学 学則 、東亜同文書院大
子科修了者を第一順位とし、その次に、「一束亜同文占院商務科卒業者、二高等学校高等科卒業者、二一他の大学予科修了者、凶高等学校 科卒業者若しくは大学予科修了者と同等の学力ありと認められる者」を順位を定めず列挙していた。
（ご東亜同文書院大学学部の入学者のほとんどは予科
修了者
官立、八ム立、私立を問わず予科をもっていた大学の学部入学者の大部分は、当該大学の予科修了者であった口束亜同文書院大学の学部もそうである。それ以外の学歴者は僅かで、四
期を通じて七名というごく倣かの束報同文書院商務科卒業者と二
O
数名のん目立、私立の高等商業学校卒業者が入学していた口これらはすべて私費生である。
（ニ）東亜同文書院大学学部生
の約半数は府県派遣生だった
東亜同文書院大学学部の入学者の派遣一五別構成は、以上に触れた例外的な学歴者をのぞき、当然ながら基本的には予科入学者のそれと同じであった。したがって 半数近く 府県派遣生で占められていた。
東亜同文田院大学予科修了者以外の学歴の数
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東
E
同文書院大学附属専門部入学者の特徴
東亜同文書院大学は一九四三年度から附属専門部を設置した。旧学制の時代には、多くの私立専門学校は、大学に昇格
するに際して、旧来の専門学校の機能を附属専門部として残すのが通例だった（他万、日
ι
学校で大学昇格に際して
附属専門部を残 たのは東京商科大学くらいのものである）。ところ 東亜同文書院は、大学に昇栴するに際して専門部を残さなかった
U大学界情後五年もたつてから附属
専門部を設置した事情は別に解明する必要があるが、ここでは玩ち入る余裕が い
愛知大学に遣されている東亜同文書院大学附属専門部の入学者の学籍簿は一九四三年に入学した者についてのみであるコ専門部の入学者の特徴は次のように弊瑚．できる（こ専門部入学者のほとんどすべては私費生附脱出中門部入学者こハ」名のほとんどすべては私費生で（一五三名）、府県派遣生は一人もいない。その意味で、
点在同文書院の歴史に例 ない施設であった一ヅ筆者は、附属専門部の学生募集要項を探し出せなかったが、授業料を全額負担していたことは間違いないと思われる〔多額の負仰をしてまでもこうした多数の入学有があったことは 驚きである。
表14 東亜同文田院大学附属専門部入学者の出身学校
所在地別・本箱別分布
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附属専門部入学者には、府
県からの派泣制度があるからよ摂したというバイアスがかかっていない で、その出身地域分布には興味深いものがある［注］
f
衣刊によると、
附属専門部入学折 出身学校の所在地別からみ も、従来と同じく、九州からの入学者が多い、東京・京都・大阪・兵庫などの大都市地域入学者 従来から少なかった東北地万からも少ないとはいえ入学者があった、などの特徴がみられる
U
全体と
しては、本籍別にみても、ほ
ぽ日本の全域から入学していることがわかる。
こうした中でめだった特徴の一つは、藤田教授も指摘し
ているように、出身学校所在地の府県で民分すると、上海を中心とした外地からの入学者が多かったことで、その比率は一一O%に達していた。［注］藤田教授の吋束岨同文書院記念報
L〈。一・。の第
2
凶
は、大学入学者と附属専門部入学者とを混みにして示しているが、前者には府県派遣生が含まれている。（ニ）附属専門部への公費生は
八名のみ
附属専門部入学者一六一名中の
公費生の派遣元は華北屯業有限公司（四名）、亜細亜鋼業（株）（四名）の計八名に過ぎなかった。
（三）附属専門部入学者には商
業学校出身者が多かった
表日にみられるように、
入学者には商業学校出身者が凹一二名とかつてなく多く、全入学者の二七%を占めた。商業学校出身者に対する選抜方法（たとえば学力検査科目の構成）を中学校出身者に対する方法と変えた可能性が大きいが、確認できなかっ 。
東亜同文田院大学附属専門部入学者の入学前の学歴内訳
卒業 1J: fl 
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表15
結びに代えて今日では、海外に官学することは決して珍しいことではない。しかし一世紀前から半世紀前までの時代に、学者で
もない若者が何かを学ぶために（船で）国の外まで出かけることはある椅の勇気が必要だったに違いないと思われる｛注］。｛注］筆者の気づいた限り、二一千数百名にのぼった入学者
の中で一名だけ、上海に着いて間もなく逃亡した、と学籍簿に記されている学生があった口
戦前でも海外事情を学ぶことは重視された。しかしそれ
は、中等学校以
k
の学校で学背する外同語がそうであった
ように、英語、ドイツ語、フランス語圏が中心で、それはいわば先進国に ぶためのものであり、最も身近な外国である中問、朝鮮について学ぶためで なかったコこうした近代日本の流れの で、東亜同文書院（大学）が中国語と中国について本絡的に学ぶ機会を提供したことが、谷道府県当局に支持されたこと、その呼びかけに応えてそこに学ぼうとする有為の若者たちを集め得 ところに、東唖同文書院（大学）の成立基盤があったと言える
c
こうして海を越えて中国について学びに行こうとする有
為の若者たちが全国 多数 たことは 日本の近代史上に特筆すべきすばらしいことであっ 。
これがわたくしのったない報告の主題である
G
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あとがき本稿は、愛知大型文皐曾主催で二
OO
二年一・
a月一二日
に開催された公開講演会における報告を改題し、内容もいくらか拡充したものである。この報告の基礎資料は、愛知大学に保存されている東軍同文書院と同大学の学部並びに専門部の学籍簿のフィルム 口愛知大学にはこのほか成績簿（とそのフィルム）も保存されているが、筆者が閲覧したのはこ みである
c閲覧に際しては、コピー
するのでなく、入学者のすべ について、派遣元、入学前の学阪など本稿に前川した要けを筆記するいわば批も十日典的ともいえる万法によったコ一このために、思わぬ誠一一記などの蹴断少なしと ないことをお断りしておかなくてはならなし軍将の学問研究の特徴なり姿勢を」」」口で・一ゴ口えば、与えられた場において、研究するに価するしごとで、筆者 出来そうなことに努力する、ということに以さるここで取りあげたテ
l
マも、数年来愛知大学に勤務して、本学が東恒
同文書院（大学）に縁が深いことを知った に由来し調査について若干の便宜を得ることができ からである。私事にわたって恐縮だが、資料の閲覧を余人に助けていただくことがはばかられたので、愛知大学の藤田佳久教授の指導生である大学 生に若干 助力を ただいたほか、
手術前と術後間もない時期だっ に家内には延べ一五日間も豊橋校舎に通ってもらったり記して感謝の微立を表ておきたい。
本稿は愛知大学在職中の筆者の最後のしごとになった。得難い勉強をさせていただいたことに感謝するとともに、愛知大学が京亜川文書院の学風のすぐれた耐を継承していっそう発展することを祈念して結びのことばと 。
J,;J ；乞舟院記念総 30 
〔付記〕本航の脱稿後に、吋「大東亜戦争」則における日本
梢民地・占領地域教育の総合的研究」（科研費報告書）（基盤研究（
B）（一）研究代表者・槻木瑞生、二
O
OJ
年三月）に収録された波部宗助の論考コ拓殖
h
教育長「拓殖訓練所を中心に」において敗戦直後における日本政府の束．取同文書院の扱いに関して一一一日及されてい ことを知ったむしかしその知見を本稿に反映させることは出来なかった
c
｛謝計｝この研究のために京．弛同文洋院学生の学籍簿の閲
覧をご了承下さった愛知大学当局のご配慮に感謝します。フィルムの閲覧に関しては、いつまでたっても機採の使い万を覚えない筆者のために、そ つど使い方を教えて下さった図書館の成瀬さよ子さん、山田稔さんにお礼を・叩し上げます。愛知大地十文事
AH
が公開講演
会という発表の場を提供して下さったので、原稿をとめる機会となりま た口このことにも、改 て謝意を去します口また松谷昭蹟氏は苦心して収集 た資料を惜しみなく提供して下さっ だけで く、公開講演会での報告原稿を仔細に検討して誤りを一訂正して下いましたっ合わせて謝意を衣し す
σ
しかしいうまで
もなく、本報也口のすべては筆者 貨任に属しています中
